




【研究目的】

母子保健を取り巻く社会環境が大きく変化する中で、妊産婦のこころの健康に関するケア

とサービスが重要視されている。しかしながら、わが国では、また産後精神障害の十分な

実態把握すらされていない。今後、欧米並に核家族化など社会的変化が増加すると予想さ

れるわが国の状況をふまえて、産後の精神障害の疫学的な調査を行うことは、わが国の母

子保健にとっても重要な課題のひとつであると思われる。

そこで、産後精神障害の中でも、産後精神病と産後うつ病に焦点を当てて、その出現頻度

と核家族化などの社会的影響因子を抽出するために、妊娠中から産後 3ヶ月での期間産後

うつ病の実態の予備調査を行った。また、スクリーニング・テストとしてエジンバラ産後

うつ病調査票(Edingurgh Postnatal Depression Scale:EPDS,Cox,1987)の日本版(再英訳

済)を試案して、その信頼性と妥当性についても検討した。


